
上
齋
原
の
人
形
仙
の
中
腹
、
江
戸
時
代

に
整
備
さ
れ
た
街
道
「
倉
吉
往
来
」
脇
の

墓
地
に
、「
三
十
七
霊
供
養
塔
」
と
刻
ま

れ
た
大
き
な
石
碑
が
目
に
つ
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
流

行
し
た
伝
染
病
「
コ
レ
ラ
」
に
か
か
っ
て

亡
く
な
っ
た
人
形
仙
国
一
山
鉄
山
の
居
住

者
の
供
養
塔
で
す
。

コ
レ
ラ
は
、
紀
元
前
か
ら
世
界
各
地
で

流
行
し
た
伝
染
病
で
す
が
、
日
本
に
は
十

九
世
紀
前
半
頃
に
発
生
し
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
現
在
で
は
国
内
で
発
生
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
適
切
な
治
療
を
す
れ
ば

死
亡
率
も
低
い
病
気
で
す
が
、
江
戸
時
代

に
は
治
療
方
法
も
わ
か
ら
ず
、
短
期
間
で

多
く
の
人
々
に
感
染
し
死
を
も
た
ら
す
コ

レ
ラ
は
、
感
染
す
れ
ば
「
コ
ロ
リ
と
死
ん

で
し
ま
う
」
こ
と
か
ら
、「
コ
ロ
リ
（
虎

狼
痢
）」
と
も
呼
ば
れ
、
恐
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

明
治
十
二
年
は
、
国
内
に
コ
レ
ラ
が
大

発
生
し
た
年
で
、
岡
山
県
内
で
は
、
五
月

二
十
二
日
に
児
島
郡
下
津
井
村
（
現
倉
敷

市
）
で
最
初
に
確
認
さ
れ
、
こ
の
年
に
感

染
し
た
の
は
五
千
人
と
も
九
千
人
と
も
い

わ
れ
、
死
亡
者
は
三
千
人
近
く
に
及
ん
で

い
ま
す
。

人
形
仙
国
一
山
鉄
山
は
、慶
応
三
年（
一

八
六
七
）
か
ら
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八

八
）
ま
で
操
業
さ
れ
て
い
た
、「
た
た
ら

製
鉄
」
に
従
事
す
る
職
人
や
そ
の
家
族
で

構
成
さ
れ
た
集
落
で
、
こ
の
地
に
コ
レ
ラ

が
発
生
し
た
の
は
、
明
治
十
二
年
七
月
二

十
七
日
（
一
説
に
は
二
十
九
日
）
の
こ
と

で
す
。
こ
の
当
時
居
住
し
て
い
た
約
二
〇

〇
人
（
一
説
に
は
一
三
〇
人
）
の
う
ち
、

六
十
二
人
が
感
染
し
、
三
十
七
人
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
岡
山
か
ら
運
ば
れ
た
ム
シ

ロ
に
コ
レ
ラ
菌
が
付
着
し
て
い
た
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
山
陽
―
山
陰
を

結
ぶ
街
道
近
く
に
あ
っ
た
鉄
山
で
す
の
で
、

往
来
す
る
旅
人
や
物
資
が
感
染
源
で
あ
っ

た
可
能
性
は
高
い
で
し
ょ
う
。

地
元
に
伝
わ
る
逸
話
で
は
、
こ
の
時
に

消
毒
薬
と
し
て
使
用
し
て
い
た
石
炭
酸
を

飲
ん
だ
者
は
、
胃
が
焼
け
て
死
亡
し
、
薬

を
ム
シ
ロ
の
下
に
隠
し
て
飲
む
ふ
り
を
し

た
者
が
助
か
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

効
果
的
な
治
療
薬
も
な
い
当
時
の
混
乱
が

想
像
で
き
る
逸
話
で
す
が
、
同
年
七
月
一

日
付
け
の
山
陽
新
報
に
は
、
コ
レ
ラ
予
防

の
た
め
に
、
県
庁
に
お
い
て
職
員
が
酒
を

飲
む
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
と
い
う
記
事
も

あ
り
、
今
と
な
っ
て
は
笑
い
話
の
よ
う
な

俗
説
も
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。こ

う
し
た
中
で
の
、
鏡
野
町
域
の
動
き

と
し
て
は
、
新
町
宿
場
町
の
あ
る
香
々
美

中
村
で
は
、
臨
時
村
会
を
開
き
、
予
防
申

合
規
則
を
議
定
し
、
旅
館
や
茶
屋
な
ど
の

取
締
り
や
村
人
や
旅
人
が
感
染
し
た
場
合

の
取
扱
い
方
法
に
つ
い
て
の
規
則
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
奥
津
村
の
医
師
・

石
田
右
門
は
患
者
の
治
療
に
奔
走
し
、
つ

い
に
は
自
ら
も
感
染
し
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。人

形
仙
国
一
山
鉄
山
で
亡
く
な
っ
た
三

十
七
名
に
つ
い
て
は
、
そ
の
鉄
山
経
営
者

で
あ
る
津
山
堺
町
の
泉
源
助
に
よ
り
、
供

養
塔
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
最
初

に
述
べ
た
供
養
塔
で
す
。
現
在
で
は
「
人

形
仙
三
十
七
人
墓
」
と
よ
ば
れ
、
当
時
の

山
深
い
集
落
で
起
こ
っ
た
悲
劇
を
伝
え
る

歴
史
資
料
と
し
て
、
町
の
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
で
も
墓
参
に
来
る

方
が
絶
え
ま
せ
ん
。
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